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	家族の力（意欲・生活力）
(思い・有する力／高まる方策)
・ 
・ 
・ 
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	本人の力（意欲・生活力）
(思い・有する力／高まる方策)
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	地域の力（意欲・活動）
(思い・有する力／高まる方策)
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	社会資源につなぐ
（公的・民間/手段的・情緒的）
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	社会資源をつくる
（公的・民間/手段的・情緒的）
・ 
・ 
・ 
・ 
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	現在つながっている
（公的・民間/手段的・情緒的）
・ 
・ 
・ 
・ 
・ 
	専門職の力（知識・事業）
(思い・有する力／高まる方策)
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	自由発想
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事例で考えてみる   Ａさん 83歳 女性 要介護3　両側変形性股関節症　長男と二人暮らし
【作成例】
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事例で考えてみる  Vさん74歳 女性 申請中 アルツハイマー型認知症・一人暮らし  　提出不要【　　　】グループ  記載者  　　　　　





生活問題・課題


（主訴・支援者の見立て）


　・　ゴミの片づけができない


・　服薬管理ができない


・　金銭管理ができない


・　生活実態の把握が難しい


・　ペットの世話ができない　　etc





下記の２つのことに、ご注意ください。


・ グループで1マス毎一つに決めていくのではなく、


1マスに様々なアイデアを出すことが目的。


・ 左上から順番に行うのではなく、


一番提案したいアイデアから順番に共有していく。








